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授業の概要
および学習上

の助言

授業の概要
・N1の練習問題（言語知識・読解・聴解）を数多く解く
・さまざまなトピックを読解し、ディスカッションやプレゼンテーションを行う
・自分の考えをレポート形式で正しく書く
学習上の助言
・宿題をしっかりとこなし、日本語能力を自主的に高めようとする
・毎時間の授業で日本語をたくさん使用し、授業に能動的に参加する姿勢を持つ

教科書および
参　考　書

日本語能力試験1級相当の問題をプリントで配布
授業のテーマに関する必要なプリントを適宜配布

履修に必要な
予備知識や

技能
積極的に日本語を学ぼうとする姿勢

実務経験の
内容

専門分野区分 留学生講座 科目名 S0052A1科目コード

大阪情報コンピュータ専門学校　授業シラバス　 （2024年度）

学習一般目標
・日本語能力試験1級合格に向け、総合的な日本語力を向上させる
・さまざまなまトピックに関する意見や考えを正しい日本語で、論理的に述べたり書いたりできる。

担当教員名 大島 ゆりの 履修グループ 選択 授業方法 講義

日本語Ⅳ

配当期 後期 授業実施形態 単位数通常

達
成
度
評
価

試験 小テスト レポート

学部DP(番号表記）

学習到達目標

学生が到達すべき行動目標

1 日本語能力試験1級に合格するための語彙力・文法力・読解力・聴解力を身に着ける

2 様々なテーマについて、論理的思考力を身に着ける

3
様々なテーマについて、他者の考えを尊重し、論理的に自分の考えを他者に正しく伝えることがで
きる

4 様々なテーマについて自分の考えを正しく書くことができる

成果発表
（口頭・実技）

作品
ポートフォリ

オ
その他 合計

学
部
D
P

1.知識・理解

2.思考・判断

3.態度

4.技能・表現

5.関心・意欲

評価方法
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評価の要点

評価方法 評価の実施方法と注意点



小テスト 単語テスト、復習テスト

レポート レポートの提出

成果発表（口頭・実技） プレゼンテーション、グループワーク、ディスカッション

試験

授業明細表

授業回数 学習内容 授業の運営方法 学習課題（予習・復習）

作品

ポートフォリオ

その他 出席、宿題、授業態度、学習への取り組み方などを総合的に判断する

第3回
・JLPTN1 問題演習及び解説
・プレゼンテーション準備

講義・実習
・JLPTN1 演習問題を解いて
くる
・JLPTN1 演習問題復習

第4回
・JLPTN1 問題演習及び解説
・プレゼンテーション発表

講義・実習
・JLPTN1 演習問題を解いて
くる
・JLPTN1 演習問題復習

第1回
・授業オリエンテーション
・読解問題とディスカッション

講義・実習

第2回
・JLPTN1 問題演習及び解説
・ディスカッションとプレゼンテーション準備

講義・実習
・JLPTN1 演習問題を解いて
くる
・JLPTN1 演習問題復習

第7回 ・模擬試験 講義・実習
・JLPTN1 演習問題を解いて
くる
・JLPTN1 演習問題復習

第8回
・模擬試験振り返り
・読解問題とディスカッション

講義・実習
・JLPTN1 演習問題を解いて
くる
・JLPTN1 演習問題復習

第5回
・JLPTN1 問題演習及び解説
・レポート作成

講義・実習
・JLPTN1 演習問題を解いて
くる
・JLPTN1 演習問題復習

第6回
・JLPTN1 問題演習及び解説
・読解問題とレポート提出

講義・実習
・JLPTN1 演習問題を解いて
くる
・JLPTN1 演習問題復習

第11回
・JLPTN1 問題演習及び解説
・JLPT直前対策

講義・実習

第12回
・レポート作成
・日本文化学習

講義・実習

第9回
・JLPTN1 問題演習及び解説
・プレゼンテーション準備

講義・実習
・JLPTN1 演習問題を解いて
くる
・JLPTN1 演習問題復習

第10回
・JLPTN1 問題演習及び解説
・プレゼンテーション発表

講義・実習
・JLPTN1 演習問題を解いて
くる
・JLPTN1 演習問題復習



第13回
・レポート提出
・日本文化学習

講義・実習


